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 表題のシンポジウムは芸術科学会 NICOGRAPH 2019



























した MIDI データを MAX で読み込み、脳波計測の４つの




図—2 音場コントロールのプログラムと 4ch 割り当て 
 
次に、得られた脳波データを、曲調とインタラクティブ
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写真—1  東福大輔氏の講演の様子 


























ボードや PC が設営される場所と映像操作の PC 設営場所
が 5 メートル程度離れていたので、二人の人間がコンタク
トを取り合って上演することは不適切であった。そのため、




















会場にはおよそ 100 名の NICOGRAPH参加者が列席し
た。大学関係者のみならず産業界の方々にも参加いただ
いたので、芸術工学研究科でのインタラクションデザイ
ンについて一定の広報効果を得ることができた。
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